
8広報あち おしらせ版平成２９年１月号

　保育士、児童館での勤務経験を生かして、東山道・園
原ビジターセンター『はゝき木館』で2ヶ月に1回、親
子で楽しめる取り組みを実施しています。
　毎回少人数ではあるものの、12月で4回目を迎え、
智里西地区の方をはじめ、伍和や駒場、春日、浪合地区、
広くは飯田市や高森町、松川町の方など参加者の輪が
広がっています。
　参加者には智里西地区に初めて来られたという方も
多く、ゆったりとした時間を過ごすなかで、みんなの居
場所のようなあたたかい場になればと思っています。

「おきくの出前児童館」、『はゝき木館』で実施中です

旧年中は、大変お世話になりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　『地域おこし協力隊しんぶん』は、阿智村の浪合地区、清内路地区、智里西地区の協力隊が1ヶ月ごとに交代で、
活動や地域での出来事をお伝えしています。

　今年は、村内の写真と一緒に、阿智村で活躍されている団体などにインタビューさせて
いただき、「阿智じまん」のお話を掲載させていただきました。
　地域おこし協力隊として活動していると、キラキラしている方にたくさん出会います。
そんな方たちの阿智への思いをカレンダーを通して伝えたいなと思い、作成いたしました。
　「ものをつくる」ということは、目に見えない大変さがあることを今回実感し、本当に完成させることができる
のかと、思った時もありました。
　しかしカレンダーがあったからこそ、生まれたつながりがあり、私にとって今かけがえのないものになってい
ます。

2017年阿智村カレンダー完売いたしました

　智里西地区の魅力として、「みんながきょうだい」のような感覚があります。先日、阿智村駅伝に「智里西のゆ
かいな仲間たち」として2区を走らせていただきました。
　私の走りはお世辞でもいいとは言えない感じでしたが、その後のおつかれさま会で、みんなで盤ゲームを囲ん
で過ごした時間は「なんとやわらかいんだろう」と感じました。
　阿智村に来て12月で1年が経ち、大事な人が、両手では数え切れなく
なっています。自分にできることを改めて考え、一つずつ前に進んでいきた
いと思います。

「なんか、いとこの家にいるみたい。」


